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--------------　　作成上の留意点　　--------------
1．原稿の構成

・図表は合計3個までとし，図表を含めて2ページ以内に収める．
・自然科学系その他の測定や調査を伴う領域では，本文は序論（目的でも可），方法，結果，考察（結論があってもよい）の章立てで記述し，最後に文献リストを入れる．
・人文・社会科学系などの測定や調査を伴わない領域では章立ては指定しないが，本文は前半で目的，後半で結論（明らかにされたこと）を記述し，最後に文献リストを入れる．
2．タイトル

原則的に，最初の文字のみ大文字で，あとは固有名詞等を除いて小文字とする．サブタイトルがある場合には、メインタイトルのあとにコロン（：）で繋ぎ，最初の文字を大文字にする．
3．著者名
『武道学研究』に合わせ，日本人の場合は名（最初だけ大文字）・姓（すべて大文字）の順に示し，外国人の場合には当該国の一般的な表記に従う．
例：Masasuke KUWAMORI

4．所属
・共同研究者がいる場合，所属を氏名の下に番号を打って記載し，氏名の後にその番号を上付で示す．
例1：共同研究者がいない場合

Masasuke KUWAMORI

School of Commerce, Meiji University

例2：共同研究者がいる場合
Masasuke KUWAMORI 1    Toshinobu SAKAI 2    
1 School of Commerce, Meiji University    2 Faculty of Health and Sport Sciences, University of Tsukuba
・大学教員は，学部・大学あるいは大学院研究科・大学の名称を示す．大学院生は，"Graduate student"と明記して，教員ではなく大学院生であることが分かるようにして，そのあとに研究科・大学の名称を示す．日本武道学会の支部や専門分科会を所属にする場合には，"Yamanashi Branch of JAB"，"Judo Specialist Subcommittee of JAB"のように記載する．

例1：Department of Physical Education, University of Tsukuba

例2：Graduate student, Graduate School of Health and Sports Science, Juntendo University

例3：Tokai Branch of JAB

例4：Kendo Specialist Subcommittee of JAB

5．名詞の表記法
・武道種目名等はすべて固有名詞ではなく英語として取り扱い，小文字とする．
　　　budo，jujutsu，judo，kendo，karatedo（または，karate，karate-do），sumo，naginata，kyudoなど
・技の名称や専門用語は，固有名詞ではなく外国語として扱い，斜体の小文字で表記する．
　　　seoi-nage（背負投），oshi（押し），kata（形）など


※柔道の場合は，講道館の技名英語表記を参考にする
・流派の名前は，固有名詞として扱い，最初を大文字にして必要に応じて長音記号（上に－）を付ける．
　　　Goju-ryu（Gōjū-ryūでも可：剛柔流）
6．文献リスト
・引用文献リストは，本文の後に筆頭著者のアルファベット順に記載し，全著者名を列記する．人名の記載順は姓を先にして名を後にする．共著の場合，和文では中黒（・），英文の場合には“and”で続ける．ただし，英文で3人以上の場合にはコンマ（，）でつなぎ，最後の著者の前だけに“and”を入れる．
1）雑誌から引用する場合
「著者名：論文名，雑誌名，巻（号），ページ．西暦年」 の順に記す． 
例1：Ezaki T: A study of the basic physical fitness of boy judo-players - The development of coordination from the viewpoint of balance -, Res J Budo, 11 (3), 30-38, 1979.
例2：Nishibayashi Y, Satoh Y, Nakamura R, Takahashi K, Takeuchi Y and Tezuka M: A study on the physical fitness of all Japan reinforced judoists, Res J Budo, 17 (2), 21-29, 1985.
例3：Yasuda T, Izumizaki M, Ishihara Y, Sekihara C, Atsumi T, and Homma I : Effect of quadriceps contraction on upper limb position sense errors in humans, Eur J Appl Physiol, 96 (5), 511-516, 2006.
2）単行本（書籍）から引用する場合
「著者または編著者名：書名，発行所，ページ，版数，西暦年」 の順に記す．引用箇所が限定できない場合には，ページは省略する ．また，編集（監修）書の場合には，「編」，「監」，あるいは「編著」と表記する．英文では編集者が1人の場合は（Ed.），複数の場合は（Eds.）をつける．

例1：Komata K: Wakari-yasui judo no ruuru, Seibido Shuppan, 33-39, 1st Ed., 2010.
例2：Hoken Taiiku Kenkyuu-kai (Ed.): Hoken-taiiku Kyoutei (Revised Ed.), Gijutsu Shoin, 1981.
例3：Butt DS: Psychology of sport: The behavior, motivation, personality, and performance of athletes, Van Nostrand Reinhold, 12–13, 1987.
例4：Chu D, Segrave JO and Becker BJ (Eds.): Sport and higher education, Human Kinetics, 1985.

